


飼い主の管理能力を超えた動物の飼育は、飼い主
自身も、動物たちも、周りの人も不幸になるニャ

☆避妊去勢手術に補助金は出るの？

（公社）京都市獣医師会会員の動物病院で実施する、飼い犬・飼い猫の避妊去勢手術に対し、

１頭当たり 5,000円を補助しています。（オス・メス共、京都市と（公社）京都市獣医師会から

2,500円ずつの補助）

制度の詳細については、右記の２次元コードから、

京都市のホームページを御確認ください。

☆犬猫の多頭飼育には届出が必要です

京都市では、「京都市動物との共生に向けたマナー等に関する条例」により、犬５頭以上、又は犬

猫合わせて１０頭以上を飼育又は保管することとなった場合の届出が義務付けられています。

※届出をしないと、１万円以下の過料の罰則に処されることがあります。

☆多頭飼育によって周辺の生活環境が損なわれている場合、飼い主に改善勧告・命令を行います。

命令に従わなかった場合は５０万円以下の罰金に処せられます（動物の愛護及び管理に関する法律

（昭和 48年法律第 105号）第 25条第 2項及び第 3項、第 46条の 2号）。

○京都市では、人と動物が共生できるうるおいのある豊かな社会の実現に向け、犬猫の適正飼養の啓

発等の動物愛護事業の財源に、皆様からの寄付金（京都市動物愛護推進基金）を活用させていただ

いています。

こんな兆候がみられたら多頭飼育の危険信号
・犬や猫が清潔でない、手入れが十分でない

・犬や猫が健康でない

・家の中や外が散らかっている

・近隣との良好なコミュニケーションがない

危険信号に気づいたら早めに医療衛生センター・動物愛護センターに相談を！

京都動物愛護センター
マスコットキャラクター
都（みやこ）ちゃん

○医療衛生センター

075-746-7211（北区、上京区、左京区、東山区）

075-746-7212（中京区、下京区）

075-746-7213（山科区、南区、伏見区）

075-746-7214（右京区、西京区）

○動物愛護センター 075-671-0336（※木曜休み）

犬・猫についての
御相談は右記の
窓口へお問合せ
ください

京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

京都市保健福祉局医療衛生推進室医療衛生企画課
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助成制度について


